
裏面もご覧ください 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第２３回「大和町まちづくりの会」を開催しました！ 

第2３回「大和町まちづくりの会」概要 

●日時：平成２９年１１月２９日（水）午後7時～８時半 

●場所：大和区民活動センター洋室２・３号室 

●議題：①補助第２２７号線（大和町中央通り）の経緯について（おさらい）  

②八幡通り沿道の地域資源・課題について 

・話し合い(参加者を２班に分け、グループ内で話し合いを実施) 

●主な意見（議題①） 

・大和町中央通りについて、一定の買収が済んだ区間に整備後のサンプルをつくってもらいたい。 

・道路が広がり、歩道や植栽が魅力的で、大和町が美しくなったという印象になると良い。 

【議題②については裏面をご覧ください】 

大和町まちづくりの会では、大和町中央通りの拡幅整備について再確認するととも

に、地域の生活の基盤であり防災上重要な東西方向の軸と位置づけてきた八幡通りにつ

いて、沿道を含めた地域資源や課題をテーマに、２つのグループに分かれて話し合いを

行いました。 

当日の様子 

問い合わせ先 

中野区 都市基盤部 地域まちづくり分野 大和町まちづくり担当 
電  話：０３－３２２８－８７２７（直通）／ＦＡＸ：０３－３２２８－８９４３ 
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内  容 まちづくりの会の主な意見 

魅力・地域資源 

・八幡通りは昔からある由緒正しい通り。住民の間でも親しまれているの

で、整備に際しては魅力や地域資源についても考慮が必要。 

・特に八幡神社や子育て地蔵は参拝者が多く、地域のシンボル。今後のま

ちづくりにも活かしていきたい。 

・地域コミュニティの場としての銭湯の存在価値は大きい。これからも存

続してほしい。 

日常生活の課題 

・八幡通りは狭い上に車の交通量が多く、歩行者や自転車にとって危険。

日常生活の上でも広くしてもらいたい。 

・デイケアサービス等やむ得ない駐停車により交通渋滞が発生する。車２

台が通れる幅を確保してもらいたい。 

防災上の課題 
・八幡通りは災害時の避難道路として重要であるにも関わらず、道幅が狭

く災害時に消防車が進入できない状態。早急に整備が必要。 

そ の 他 ・道路の無電柱化は有効幅員を広げるのに良い。検討してもらいたい。 

 

中 野 区 の 考 え 方 

地域の魅力や資源を活かしながら、道路の安全性の向上や 

災害時の避難道路ネットワーク形成に向けた取組みを進めていきます 

 

老朽建築物の建替えなどを行う方へ補助金を交付します（平成３３年３月までの限定！） 

◆第１回の様子 
 

普段生活している大和町を改めて見直

し、まちづくりにおける課題を発見し、そ

の課題を参加者で共有するために、まち歩

きを行い ま

す。 

午後１時半に大和区民活動センターへ集

合してまち歩きを行い、課題マップづくりな

どを行う予定です（午後４時半終了予定）。 
 

八幡通り沿道について、話し合いで出た主な意見 

建替え 、除却費補助 （不燃化特区補助制度 ） のご案内 

老朽建築物の建替え費の補助 
(解体除却費、仮住居費、建築設計費 等) 

 

 

 

 

 

⇒更に、新築した住宅に係る固定資産税・  

都市計画税が 5 年間、減免されます 

老朽建築物の解体除却費の補助 
（除却後の土地管理費用も別途補助) 

 

 

 

 

 

⇒更に、小規模住宅用地並みに固定資産税・

都市計画税が最長 5 年間、軽減されます 

※老朽建築物とは木造の場合、築 15年以上経過したものです。 

※各補助には要件があります。詳しくは以下の問い合わせ先まで。 

 
問い合わせ先 

中野区 都市基盤部 地域まちづくり分野 まちづくり事業担当 

電  話：03-3228-8978（直通）/ＦＡＸ：03-3228-8943 


